
書式第 12号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和 4年度      事 業 報 告 書

特定非営利活動法人全国木材資源リサイクル協会連合会

1 事業の成果

我が国は 2050年のカーボンニュー トラルに向け、地球温暖化対策の新たなスター トを切った。

再生可能エネルギーである木質バイオマス発電の役割が高まり、既存事業者への配慮など燃料供給

元としての当団体の取り組みが一層重要となっている。

令和 4年度も感染症対策を図りつつ社会経済活動の回復を目指す手探 りの状況が続いたが、徐々

に日常生活を取 り戻す動きが始まった。また、国際的には、ロシアのウクライナ侵攻により様々な

分野で多くの影響が出た。

ビジネス面では、テレワークや リモー ト会議などが定着 した。当団体でも各地域協会や連合会に

おいてリモー トを有効に活用 して会議を開催 した。一方、対面による会議も少 しずつ復活した。こ

うした中で、連合会は関係機関と連携 して木材 リサイクル事業を着実に進めてきた。

新規事業として、欧州のサーマル リサイクルの議論を踏まえて建廃のサーマル利用の C02削減

効果を明らかにするため、ワーキンググループによる検討を進めた。また、会員相互、関係機関と

の安全な情報交換のために、UTMの導入によるネットワークセキュリティの強化を図った。

なお、 1日 事務所の定期建物賃貸借期間が終了し、令和 4年 4月 27日 に新 しい事務所 (中央区日

本橋小伝馬町 13‐ 5鏡 ビル 6階)に移転 した。

2 事業の実施に関する事項

(1)特定非営利活動に係る事業 (事業費の総費用 【8,720】 千円)

定款に記載
された
事業名

事業内容 日時 場所
従事者
人数

受益
対象者
範囲

受益
対象者
人数

事業費
(千 円)

木材資源等の再利

用に関する、出版

物、ホームページ

等による普及啓発

事業

◇ホームページ等の活用

HPを定期的に更新し、各種会議議

事録、寄付金の受付状況、FITの認

定事業者 リス ト等、最新情報の提

供を行った。また、木材 リサイクル

の普及啓発のため、子ども向けの

リーフレット「木の リサイクルの

おはなし」を増刷 し、イベン ト等で

配布した。

◇連合会通信の発行

連合会通信を毎月 (繁忙期を除く)

作成 。配信 し、全木 り連の活動状況

や各地域協会の今後の予定などを

会員に伝えた。令和 4年度は年 11

回発行。

通年

原則

毎月

全 国 4人
会 員 及 び

木材 リサイ

クル関連企

業、エコに

関 心 あ る

市民

1,613

木材資源等の再利

用に関する環境保

全のための、イベ

ン ト、セミナー、

シンポジウム、講

演等の開催事業

◇社会貢献・CSR活 動

12月 7日 ～ 9日 に開催された 「エ

コプロ 2022」 へ出展、新たな試み

として木材 リサイクルの動画を上

映した。また、平成 27年度から始

めた 「リサイクル木材で本棚をつ

12月 7日
～9日 東京 4人

会員及び

木材 リサイ

クル関連企

業、エコに

関 心 あ る

市民、木材

約 300人

1,176



くろう」という環境教育講座は、新

たな施設からの要請があった。

◇セミナー・講演

木材リサイクルの推進に向けたセ

ミナー・講演については、新型コロ

ナウイルスの関係で開催を見合わ

せた。

の 再 利 用

に 関 心 の

あ る 民 間

企業

木材資源等の再利

用に関する技術及

び法案整備のため

の調査、研究事業

◇木質 リサイクルチップの品質向

上と安定供給のための調査

・木質チップ市場価格実勢調査
。木質バイオマス需要調査

・木質チップ等生産会員実態調査

上記調査を実施 し、調査結果をホ

ームページヘ掲載 した。需要調査

や生産会員実態調査については、

関連団体や 4省庁の担当者が参加

する木質資源安定供給検討会でも

報告 し、調査結果の活用に努めた。

◇カーボンニュー トラル・ワーキ

ンググループ会議の開催

欧州のサーマル リサイクルの議論

を踏まえ、木質バイオマスのサー

マル利用に関する C02削減効果の

確かな根拠づくりのため、WGを
設置。専門家にWG会議の座長を

お願いし、会議には会員企業や国

の担当者などが出席。計 4回の会

議を通 じて議論を深め、報告書を

まとめた。この報告書は幅広く役

立てるよう、ホームページにも掲

載した。

◇国への 「要望書」の提出

木材資源のリサイクルの推進に係

る制度改善及び課題解決に必要な

事項について、国の関係省庁に対

して効果的な要望を行 うため、木

材資源 リサイクル調査及び広報活

動推進委員会や理事会などで意見

聴取し、内容をまとめた。要望書は

7月 20日 に 4省庁へ提出。

7月 ～1月

8月 25日

10月 18日

1月 17日

3月 29日

7月 20日

全 国

東 京

東京

15人

約 30人

約 25人

会員及び

木材 リサイ

クル関連企

業、エコに

関 心 あ る

市 民 、 行

政、木材の

再 利 用 や

カ ー ボ ン

ニ ュ ー ト

ラ ル に 関

心 あ る 民

間企業

3 489

木材資源等の再利

用を通じた環境保

全に関する情報提

供事業

◇木質資源安定供給検討会の開催

国の 4省庁を招き、「第 3回木質資

源安定供給検討会」を 12月 2日 に

開催。制度改善や課題解決に向け

て国への 「要望書」の項 目を中心

に、情報交換や意見交換を行った。

◇ホームページの活用や国 。自治

体の施策への協力と調整

FIT認定事業者一覧や木材 リサイ

クルマップ、市場価格実勢調査結

果等を HPに掲載し、情報提供に

努めた。また、関係省庁や関係団体

を適時訪問し、情報交換を行った。

12月 2日

適時

東京

全 国

66人

4人

会 員 及 び

木材 リサイ

クル関係機

関、行政、
エ コ に 関

心 あ る 市

民
1,242



木材資源等の再利

用に関する活動を

行 う団体に関する

助言、指導又は援

助に関する事業

◇各地域協会との連携

リモー トを活用して会合を開き、

各地域協会との連携を図った。ま

た、数年ぶりに地域協会事務局会

議を開催し、情報交換した。

◇外部委員会などへの参加

木質バイオマス燃料の品質規格の

策定に関する専門委員会及び同外

部評価委員会、災害廃棄物の再生

利用に関する有識者会議などのリ

モー ト会議に参加 し、意見を述ベ

た。

◇その他

GHG排 出量や大地震における木

材の再生利用について、調査会社

などから意見を聴きたいとの要請

があり、対応 した。

適 時

11月 10日

3月 6日

12月 19日

全国

東 京

東京

10人
会 員 及 び

木材 リサイ

クル関係機

関、行政、

木 材 の 再

利 用 に 関

心 の あ る

民間企業

1,199

(2)そ の他の事業 (事業費の総費用 【 】千円)

載記
た
名

に
れ
業

款
さ
事

定
事業内容 日時 場所

従事者
人数

事業費
(千 円)

実施 していません

ヽ
ヽ

ヽ
ヽ

ヽ ヽ _
｀

ヽ
ヽ

ヽ ヽ ヽ`
｀

ヽ



書式第 13号 (法第 28条関係)

令和4年度 活動計算書 (その他事業が上登場合)

特定非営利

事 業 報 告 用

リサイクル協会連合会

単位 :円
金   額 小 計 ・ 合 計

受取補助金

4

受取利息

正会員受取会費
賛助会員受取会費

受取寄附金
施設等受入評価益

事業収益
その他事業収益

5,197,000
3,901,000
1,296,000

3,620,000
3,620,000

254,915
17,700

272,615

119

118.704

118,823

9.208.4.

1

給料手当
役員報酬
通勤手当

920,880
2,484,000

197,748

旅費交通費
地代家賃(水道光熱費含む)

会議費
広告宣伝費
印刷費
HP管理費
通信費
消耗品費
業務委託費
報償費
支払手数料
雑費
慶弔費

115,766
1,158,840

141,615

1 19, 906
t7 t,2t9
275,000
364,525
84,243

2, 035, 000
133, 644
t4,382
33,562
14,850

1

給料手当
役員報酬
通勤手当

102,320
276,000
21,972

2 の

旅費交通費
地代家賃(水道光熱費含む)

会議費
印刷費
通信費
消耗品費
支払手数料
雑費
慶弔費

2,628
128,760
36,323
14,355
40,503
9,360
1,598
3,729

1,650

当 期 経 常 減  額 A B -202 06(

過年度損益修正益

災害損失

C D ②
-202.01

12.492.003

12.289,940

0



書式第 15号 (法第 28条関係 )

令和4年度 貸借対照表

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人全国木材資源 リサイクル協会連合会

金   額 小 計 ・ 合 計

1

2

竃 産 の 部

[動 資産

12,674,614

現金預金
未収金

12,638,251
36,363

資産合計 ・・・① 12.674,614
定資産

(1)有形固定資産 0

(2)無形固定資産 0

(3)投資その他の資産 0

野産合計  ・・ 。②

【A】 資 産 合 計 ①+② 12,674,614

1

未払金

預 り金

003

△ 063

12,674,614

|

| |

384,6741

01

384,67`

384.

| |

(

384.

1, 7R9 9■ 1

【B】 負 債 及 び 正 味 財 産 合 計 【B-1】 +【 B-2】 |
|



書式第 16号 1 法第 28`

令和 4年度  計算書類の注記 事 業 報 告 用

特定非営利活動法人全国木材資源リサイクル協会連合会

1 重要な会計方針
計算書類の作成は、NPO法 人会計基準 (2010年 7月 20日 2011年 11月 20日 2017年 12月 12日  一部改正 NPO法

人会計基準協議会)によっています。
(1)棚卸資産の評価基準及び評価方法
(2 固定資産の減価償却の方法

引当金の計上基準(3

(4 施設の提供等の物的サービスを受けた場合の会計処理
(5 消費税等の会計処理

消費税等の会計処理は、税込方式によっています。

2 事業別損益の状況

①木材資源等の再利用に関する、出版物、ホームページ等による普及啓発事業
②木材資源等の再利用に関する環境保全のための、イベント、セミナー、シンポジウム、講演等の開催事業
③木材資源等の再利用に関する技術及び法案整備のための調査、研究事業
④木材資源等の再利用を通じた環境保全に関する情報提供事業
⑤木材資源等の再利用に関する活動を行う団体に関する助言、指導又は援助に関する事業

事業部門計 管理部門 △
=ユロ 副

1.受取会費
2.受取寄附金
3.事業収益
4.その他収益
経常収益計

E経常費用
(1)人件費

役員報酬
給料手当
通勤手当等
法定福利費
人件費計

(2)その他経費
旅費交通費
地代家賃

会議費

調査費

研修費

業務委託費

広告宣伝費

印刷費

報償費

HP管理費

災害援助費

通信費

消耗品費

備品費

支払手数料

雑費

慶弔費

その他経費計

経常費用計

1,088,957

873,484

794,214

637,062

177,215

981,8 838,552
672,627

809,41 4,512,990

3,620,000

272,615

684,01 5,197

787,57 649,2 3,620,

272,61

1607 11 11

496,800

184,176

39,552

496,800

184,176

39,549

496,800

184,176

39,549

496,800

184,176

39,549

496,800

184,176

39,549

2,484,000

920,880

197,748

2,

1 1,023,

219,21,97

1 1 1 102 1 102 1 1 1

4,730

231,768

5,029

231,768

71,729

231,768

77,630

6,729

231,768

63,985

27,549

231,768

115,766

1,158,840

141,615

128,

118,

1,287,

177,

2,035,000 2,035,000

119,906

171,219

133,644

275,000

2,035,000

119,906119,906

67,863 25,839 25,839

133,644

25,839 25,839 14,35 185,57.

1

275,000 275,000

72,905

16,851

72,905

16,848

72,905

16,848

72,905

16,848

72,905

16,848

364,525

84,243

Ｕ^４
．

2,878

6,714

2,876

6,712

2,876

6,712

2,876

6,712

2,876

6,712

14,382

33,562

1,59 15,

3,7 37,291

,970 70 2 970 70 1 6 16 500

801,585 364,947 430,632 387,467 4,662,552 238,906 4,901,458

1 1 1 1 1 1 1 1

当

16 17

2,677,921

259 4 ,7 10 501



]容 金 額 算定方法

3.施 設の提供等の物的サービスの受入の内訳

4 使途等が制約された寄附金等の内訳
使途等が制約された寄附金等の内訳 (正味財産の増減及び残高の状況)は以下の通 りです。
当法人の正味財産は   円ですが、そのうち   円は、下記のように使途が特定されています。
したがって使途が制約されていない正味財産は   円です。

5.固 定資産の増減内訳

6.借 入金の増減内訳

７

， 役員及びその近親者 との取引の内容

役員及びその近親者との取引は以下の通 りです。

（Ｘ
） その他特定非営利活動法人の資産、負債及び正味財産の状態並びに正味財産の増減の状況を明らかにするために

必要な事項

事業費と管理費の按分方法

各事業の経費及び事業費と管理費に共通する経費のうち、給料手当、通勤手当、法定福利費、旅費交通費、地代
家賃、印刷費、通信費、消耗品費、支払手数料については、按分 しています。

その他の事業に係る資産の状況
令和 3年度は、その他の事業は実施 しておりません。

内 容 期首残高 期末残高 備 考

合計

ネ斗目 取得 減 少 減価償却累計額

有形固定資産

車両運搬具

什器備品

無形固定資産

投資その他の資産

敷金

合計

科 目 期首残高 当期借入 当期返済 期末残高

合計

科 目

計算書類 に

計上 された

今額

内、役員と
の取引

内、近親者
及び支配法
人との取引

(活動計算書)

活動計算書計

(貸借対照表)

貸借対照表計



書式第 17号 (法第 28条関係 )

令和4年度 財産目録

事 業 報 告 用

特定非営利活動法人

金   額 ′lヽ    言十 合   計

現金預金
手元現金
みずほ銀行普通預金

12,638,251
3,

12,634,902

36,363
3月 分社会保険料

車両運搬具

ソフトウェア

3

敷金

12.674.614【A】 資 産 合 計 ①+②

384,674
384,674

予貢り

未払金
3月 分報酬、給料、社会保険料

長期借入金

職員

【l

384,674【B-1】 負 債 合 計 ③+④

12,289,940【B-2】 正 味 財 産 合 計 【A】 ― 【B-1】 |



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

令和4年度年間役員名簿 (前事業年度において役員であつたことがある全員の氏名及び住所又は居所並び
にこれらの者についての前事業年度における報酬の有無を記載した名簿)

特定非営利活動塗人全国木材資源リサイクル協会連合会

1 確認事項 (法第 20条及び第 21条を確認の上、チェックを入れてください。)

□以下の役員には、欠格事由者が含まれません。 (法第 20条関係 )

□各役員について、親族の規定に違反していません。 (法第 21条関係)

2 役員一覧

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該当者のみに記入)
氏   名

1

⌒

Q雪,監事
フシ

゛
エタ

゛
 シンシ

゛
令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日藤枝 1真治

2 (菱⇒監事
スス

゛
キ タカシ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年鈴木 隆

3

⌒

Q讐ジ・監事
ヤマク

゛
チ アキヒコ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日山口 昭彦

4
⌒

隻野ジ・監事
タカノケンシ

゛
ロウ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日鷹野賢次郎

5

⌒

無輩ジ・監事
カタオカ シケバル 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日片岡 重治

6 ① 監事

ウエダ ヤスヒサ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年上田 恭久

7
⌒

Q壁フ・監事
ナカノ ヒカル 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日中野 光

8 監事
サクライ ケイ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日櫻井 慶

9 (垂⇒監事
カスヤ タケシ 令禾口4年4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日粕谷 毅



書式第 18号 (法第 28条関係 )

事 業 報 告 用

役 名
どちらかに○

(フ リガナ) 前事業年度内の

就任期間

報酬を受けた期間

(該 当者のみに記入)
氏    名

10 o監事
イシタ

゛
 ケンシ

゛
令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日石田 謙治

11 〇
監事

フナコシ ノホ
゛
ル 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年 月

月

日

日年船越 登

12
⌒

健輩ジ・監事
オハラ リュウジ 令禾口4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日小原 隆二

13
⌒

鰹ジ・監事
ハラ ノフ

゛
オ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

令

令

和 4年

和 5年

4月

3月

1日

31日原 信男

14
⌒

理事雙讐ヲ
タナカカス

゛
マサ 令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年

年

月

月

日

日田中 一正

15
⌒

理事 監ヽジ
ヤフ

゛
キ ケンシ

゛
令和4年 4月 1日

令和5年 3月 31日

年  月  日

年  月  日矢吹 賢二



書式第 4号 (法第 10条 。第 28条関係 )

設立・事業報告用

社 員 名 簿 (社員のうち 10人以上の者の名簿)

特定非営利活動法人全国木材資源リサイクル協会連合会

氏   名

市川燃料チップ(株 )

代表取締役
彦坂 裕―

2

シナネンエコワーク(襴

代表取締役社長
神田 勉

3

木材開発 (株 )

代表取締役社長
正田 博

4

(株)タ ケエイ
代表取締役社長
阿部 光男

5

日本製紙木材い
代表取締役社長
井上 茂

6

神グーン

代表取締役会長
藤枝 慎治

7

神クリーンシステム

代表取締役
鈴木 隆

8

門倉工業腕
代表取締役
伊藤 晃

9

腕エコグリーン

代表取締役
山口 良治

10

東京ボー ドエ業{榊

代表取締役社長
井上 弘之

11

石坂産業 (株 )

代表取締役
石坂 典子


